
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第333333333333333333333333333333333333333回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装装近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近近未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未未来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来来シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポポジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジジウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム第第33回回包包装装近近未未来来シシンンポポジジウウムム●日 時：平成28年3月9日（水）10 : 00～17 : 20

●会 場：（公社）日本包装技術協会 A会議室

東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F

●参加費：会員 18,360円（消費税8％、テキスト代含む）

＊同時に3名以上でお申込みの場合には
割引価格として1名15,120円

一般 27,000円（消費税8％、テキスト代含む）

●定 員：80名

●東京メトロ日比谷線・東銀座駅下車徒歩5分

●都営地下鉄浅草線・東銀座駅下車徒歩10分

第3回包装近未来シンポジウム参加申込書
公益社団法人日本包装技術協会 竹内 行 FAX．03‐3543‐8970

開 催 要 領

会 場 案 内

■本紙申込書に必要項目を全て記入の上、FAXにてお申
込みください。
協会HPからのお申込みも出来ます。
協会HP : http://www.jpi.or.jp

■申込みされた方には後日参加証と請求書をお送りします。

■開催１週間前からの参加費の払い戻しは致しません。
申込まれた方がご都合の悪い場合、代理の方の出席は
差し支えありません。（当日、名刺をご提出いただきます）

申し込み方法

公益社団法人日本包装技術協会

包装近未来シンポジウム係 担当：竹内

〒104‐0045

東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F

TEL：03（3543）1189／FAX：03（3543）8970

e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

１．個人情報は「包装近未来シンポジウム」の事業実施に関わる資
料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるサー
ビスの提供や事業のご案内のために利用させていただきます。
なお、作成資料は開催当日、関係者に限り配布する場合があり
ます。

２．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく
場合などを除き、第三者に開示・提供することはありません。

【個人情報の取り扱いについて】
■講演者・パネリストの紹介

近年、いろいろな分野で“サステナブル”に対するグローバルな取組みが活発化しています。国連では“望む未来”
への持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals－SDGs-）を定め、また、世界の主要食品メーカー
や流通企業約４００社が参加するザ・コンシューマー・グッズ・フォーラム（CGF）では、２０２５年までに食品ロスを半
減する方針を決定し、各々取り組みを始めています。こうしたグローバルな動きの中で、日本でも産官学に消費者を
加え、この食品ロス削減を社会的問題としてとらえ、各々の取組みが始まっています。
今回のシンポジウムでは、包装に関連したいろいろな分野から専門の方々をお迎えし、この問題への取組みについ

てお話しをおうかがいします。この機が、サステナブル社会の構築のため、食品ロス削減をはじめとする各種課題に
包装はどのような役割を担い、今後どのような取組みを行っていくべきなのかにつきまして、一層の認識を深め、こ
れからの包装の開発や考え方の一助となっていただければ幸いです。

■儘田 由香 氏
特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド
啓発活動担当
筑波大学国際総合学類卒。在学中よりボランティアとして活
動に参加。企業などでの勤務を経て、２００９年より現職。私た
ちの暮らしや食生活から世界の飢餓や食料問題について考え
るイベントやワークショップの企画・運営などを担当。「フ
ードロス」の解決に向けて、生活者や企業、行政、生産者、
NGO/NPO、行政などの様々なプレーヤーが社会変革を志
す「フードロス・チャレンジ・プロジェクト」にも実行委員
会メンバーとして参加している。
著書：「世界から飢餓を終わらせるための３０の方法（ハン

ガー・フリー・ワールド編著、合同出版）

■井出 留美 氏
株式会社 office３．１１ 代表取締役
女子栄養大学／石巻専修大学 非常勤講師
世界１３億トンの食品ロスの削減を目指す食品ロス問題の専門
家。ライオン入社後、ボランティア体験を基に提言したコン
テストで準優勝。「人の役に立ちたい」と退職、青年海外協
力隊参加。
帰国後、日本ケロッグ入社。広報室長と社会貢献業務を兼任、
余剰食品を困窮者に活用するフードバンクへの支援を開始す
る。３．１１の食料支援時、理不尽な大量廃棄に憤りを覚えて退
職。人生の転機となった誕生日を冠した㈱office３．１１設立。
フードバンク広報の依頼を受け、NPOとして史上初のPRア
ワードグランプリソーシャル・コミュニケーション部門最優
秀賞や農林水産省食品産業もったいない大賞食料産業局長賞
へと導く。独立後のメディア出演はNHKや日経新聞等１７０回。
埼玉県川口市で川口市議会副議長や市議、県庁職員、商店街
振興組合理事長、パン屋、NPOなどを集めて「食品ロス削
減検討チーム川口」を主宰。会長として、毎月の定例会や、
余剰食品を集めて困窮者に活用するフードドライブを実施し
ている。
消費生活アドバイザー（内閣総理大臣及び経済産業大臣事業
認定資格）
博士（栄養学）／修士（農学）
著書 「一生太らない生き方」（ぴあ、２０１４）、「四快のすすめ」

（共著）

■西川 洋一 氏
レンゴー株式会社 段ボール・紙器・軟包装部門 開発本部
包装技術部 東京包装技術第一課 課長
１９９２年 レンゴー㈱入社
１９９２年 パッケージ・デザインセンターに配属
パッケージやセールスプロモーションツールの企画・構造設
計・デザインに従事
２００５年以降、社内外の包装開発プロジェクトに多数参画
包装専士

■原岡 哲也 氏
郵船ロジスティクス株式会社 総合開発営業部
SCMソリューション課 課長補佐
東京大学経済学部卒業後、大手国際物流企業勤務を経て英国
クランフィールド大学にて Logistics & Supply Chain
Managementの修士号(MSc)を取得。物流コンサルティン
グ、サウジアラビアでのプロジェクトマネージャーを経て
２００９年㈱MTIに入社し、日本郵船グループの物流技術の研究
開発および商品開発に従事。
著書：寄稿「AGRIO９月号」など

■後藤 敏彦 氏（企画委員）
NPO法人サステナビリティ日本フォーラム 代表理事
認定NPO法人環境経営学会会長、NPO法人社会的責任投資
フォーラム最高顧問、(一社)グリーンファイナンス推進機構
理事、(一社)グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャ
パン理事、など。
環境省事業／環境情報開示基盤整備事業検討会座長／環境コ
ミュニケーション大賞検討会座長・審査委員／Eco-CRIP事
業検討会座長など複数委員会の座長・委員を務める。元大手
損保会社勤務、元GRI運営委員・理事、東京大学法学部卒。
著書：『ISO２６０００ 実践ガイド』（２０１１ 共著、中央経済社)

他多数

■有田 俊雄 氏（企画委員）
有田技術士事務所 所長
１９５６～１９７６年 日本パルプ工業㈱（現 王子製紙㈱）、１９７６～
１９９７年 ダイヤパッケージング㈱（現・三菱商事パッケージン
グ㈱）を経て、１９９７～２００７年 米国Packaging Strategies
社日本代表、２００７～２０１４年 ㈱パッケージング・ストラテ
ジー・ジャパン取締役社長。２０１５年以降、現職。２００５年米
国包装功労者として包装殿堂入り、２０１３年JPI「長年包装
人材の育成に貢献」表彰。Institute of Packaging Pro-
fessionals(USA)会員、International Packaging Press
Organization(IPPO)名誉会員。現在はグローバル・パッ
ケージング・コンサルタントとして、海外ネットワークお
よび海外定時定点観測をベースに、先端技術探索、市場調
査、技術提携、人材交流を通じて、企業間オープンイノベ
ーションの橋渡し役を務める。「生涯・包装人」として、
「食品ロス削減に向けた包装の役割」、「２０３０年包装未来予
測」を提唱中。東京大学・工学部・応用化学科卒業。

■住本 充弘 氏（企画委員）
住本技術士事務所 所長
２００４年１月 大日本印刷㈱を定年退職し、以後コンサルタン
ト活動に入る。世界の包装展視察や世界の企業の包装コンサ
ルタント活動や国内企業のコンサルタント活動を続けている。
日本技術士会会員、技術士包装物流グループ会員、日本包装
学会会員、日本包装コンサルタント協会会員、日本包装管理
士会会員
技術士（経営工学）、包装管理士、業界誌に執筆多数

ＪＰＩ催しのご案内

会社名

所在地

（〒 ）

電 話 FAX

参加者

氏名 所属
役職 e-mail

氏名 所属
役職 e-mail

氏名 所属
役職 e-mail

―国連SDGsから見た食品ロスへの取り組みと企業のチャレンジ課題―

●開催日：平成28年3月9日（水）
●会 場：公益社団法人日本包装技術協会 会議室

●主 催： 公益社団法人日本包装技術協会

お問合せ並びにお申込み先
■開催にあたって

No．



本シンポジウムは下記企画委員の皆様のご協力により開催しております。
●後藤 敏彦 氏 NPO法人 サステナビリティ日本フォーラム 代表理事 （その他NPO代表 委員多数）
●有田 俊雄 氏 有田技術士事務所 所長
●住本 充弘 氏 住本技術士事務所 所長

企画委員

プ ロ グ ラ ム

時 間 テ ー マ 講演者

10 : 10

｜

10 : 50

「SDGsの背景と意義 ―日本企業への影響―」
歴史では２０１５年は人類にとって文明史的転換がなされた年として語ら

れるといわれている。２０世紀後半から世界ではサステナビリティにつ

いて様々な取組がなされてきた。その集大成として２０１５年にパラダイ

ム・チェンジがなされたのである。

具体的には、２０１５年９月の国連総会での「持続可能な発展のためのア

ジェンダ２０３０（SDGs)」と１２月の気候変動枠組条約CoP２１での「パリ

協定」の採択である。

近代が始まってから文明の方向性（ベクトル）は「（無限を前提とした）

進歩」であったが、上記の２つにより世界１９３ヵ国は「（有限を前提と

した）持続可能な発展」に方向転換したのである。ここ数年の世界の

環境・CSRの動きと共に、そうした意義と今後の取組について解説

する。

NPO法人サステナビリティ

日本フォーラム

代表理事

後藤 敏彦 氏

11 : 00

｜

12 : 00

「世界の食料ロス・廃棄の現状と解決に向けた取り組み」
２０１１年に国連食糧農業機関（FAO）が発表した報告書によると、世

界では毎年、人が食べるために生産された食料の１／３が捨てられて

いる。その一方で、すべての人が食べられるだけの食料が生産されて

いるにも関わらず、７億９５００万人が飢えている。このような現状のな

か、２０１５年に採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

（SDGs）」では、目標１２に「持続可能な消費と生産のパターンを確

保する」が掲げられ、「２０３０年までに小売・消費レベルにおける世界

全体の一人当たりの食料廃棄を半減させる」ことを目指している。

世界の食料問題の解決に向けて重要な世界の食料ロス・廃棄について、

現状や解決に向けた取り組みを国際協力NGOの視点も含めて紹介す

る。

特定非営利活動法人

ハンガー・フリー・ワールド

啓発活動担当

儘田 由香 氏

13 : 00

｜

13 : 45

「食品ロスの現状と削減のために食品企業にできること」

食品メーカーで１４年５か月、フードバンクで３年の経験を持つ講師が、

現場での経験を元に、食品ロスの現状と、削減のために食品事業者お

よび生活者としてできることについてお話する。

株式会社 office３．１１

代表取締役

女子栄養大学／石巻専修大学

非常勤講師

井出 留美 氏

時 間 テ ー マ 講演者

13 : 50

｜

14 : 35

「日本の流通に対応する包装開発について」

近年、日本の高齢化や共働き世帯の増加により、生活必需品を

中心に消費者の購買行動が変化し、流通業界は変革を求められ

ている。その大きな潮流として店舗を有さないネット通販の台

頭が挙げられる。これまで主流であった店舗を構える流通は無

店舗販売の価格競争に巻き込まれ、人件費を含めた経費を削減

し、対抗策を講じる傾向にある。また国内で深刻化する人手不

足も相乗作用となり、店舗オペレーション不備を発端として多

様な問題が生じている。今回はこうした流通における課題に対

して、パッケージを活用した解決手法の一例を紹介する。

レンゴー株式会社

段ボール・紙器・軟包装部門

開発本部 包装技術部

東京包装技術第一課 課長

西川 洋一 氏

14 : 40

｜

15 : 25

「食品輸出の課題とフードロスにチャレンジするCA輸送技術」
TPP締結など一層の国際貿易活性化が見込まれる中で、日本からの

輸出産品として食品、とりわけ日本産農産物の輸出が注目されてお

り、官民一体で輸出促進が進められています。一方、国際輸送では

食品の品質を維持する上で様々な課題があり、多くの農産物は長い輸

送期間、特に海上輸送中の鮮度を保つ事が困難です。郵船ロジスティ

クスでは海上コンテナ内の空気組成を調整制御するCA（Controlled

Atmosphere）技術などの鮮度保持技術を積極的に活用しており、本

シンポジウムでは新たな市場拡大の可能性を広げるとともに商品のロ

ス率を改善し、食品破棄の削減が期待できる輸送技術についてご紹介

いたします。

郵船ロジスティクス株式会社

総合開発営業部

SCMソリューション課

課長補佐

原岡 哲也 氏

15 : 35

｜

17 : 20

パネルディスカッション

『2016年を起点とするパッケージングの新たな成長機会を探る』

【司会進行】

有田技術士事務所 所長 有田 俊雄 氏（企画委員）

【パネリスト】

特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド 啓発活動担当 儘田 由香 氏

株式会社 office３．１１代表取締役 女子栄養大学/石巻専修大学 非常勤講師 井出 留美 氏

レンゴー株式会社 段ボール・紙器・軟包装部門 開発本部 包装技術部

東京包装技術第一課 課長 西川 洋一 氏

郵船ロジスティクス株式会社 総合開発営業部 SCMソリューション課 課長補佐

原岡 哲也 氏

NPO法人 サステナビリティ日本フォーラム 代表理事 後藤 敏彦 氏（企画委員）

住本技術士事務所 所長 住本 充弘 氏（企画委員）



本シンポジウムは下記企画委員の皆様のご協力により開催しております。
●後藤 敏彦 氏 NPO法人 サステナビリティ日本フォーラム 代表理事 （その他NPO代表 委員多数）
●有田 俊雄 氏 有田技術士事務所 所長
●住本 充弘 氏 住本技術士事務所 所長

企画委員

プ ロ グ ラ ム

時 間 テ ー マ 講演者

10 : 10

｜

10 : 50

「SDGsの背景と意義 ―日本企業への影響―」
歴史では２０１５年は人類にとって文明史的転換がなされた年として語ら

れるといわれている。２０世紀後半から世界ではサステナビリティにつ

いて様々な取組がなされてきた。その集大成として２０１５年にパラダイ

ム・チェンジがなされたのである。

具体的には、２０１５年９月の国連総会での「持続可能な発展のためのア

ジェンダ２０３０（SDGs)」と１２月の気候変動枠組条約CoP２１での「パリ

協定」の採択である。

近代が始まってから文明の方向性（ベクトル）は「（無限を前提とした）

進歩」であったが、上記の２つにより世界１９３ヵ国は「（有限を前提と

した）持続可能な発展」に方向転換したのである。ここ数年の世界の

環境・CSRの動きと共に、そうした意義と今後の取組について解説

する。

NPO法人サステナビリティ

日本フォーラム

代表理事

後藤 敏彦 氏

11 : 00

｜

12 : 00

「世界の食料ロス・廃棄の現状と解決に向けた取り組み」
２０１１年に国連食糧農業機関（FAO）が発表した報告書によると、世

界では毎年、人が食べるために生産された食料の１／３が捨てられて

いる。その一方で、すべての人が食べられるだけの食料が生産されて

いるにも関わらず、７億９５００万人が飢えている。このような現状のな

か、２０１５年に採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

（SDGs）」では、目標１２に「持続可能な消費と生産のパターンを確

保する」が掲げられ、「２０３０年までに小売・消費レベルにおける世界

全体の一人当たりの食料廃棄を半減させる」ことを目指している。

世界の食料問題の解決に向けて重要な世界の食料ロス・廃棄について、

現状や解決に向けた取り組みを国際協力NGOの視点も含めて紹介す

る。

特定非営利活動法人

ハンガー・フリー・ワールド

啓発活動担当

儘田 由香 氏

13 : 00

｜

13 : 45

「食品ロスの現状と削減のために食品企業にできること」

食品メーカーで１４年５か月、フードバンクで３年の経験を持つ講師が、

現場での経験を元に、食品ロスの現状と、削減のために食品事業者お

よび生活者としてできることについてお話する。

株式会社 office３．１１

代表取締役

女子栄養大学／石巻専修大学

非常勤講師

井出 留美 氏

時 間 テ ー マ 講演者

13 : 50

｜

14 : 35

「日本の流通に対応する包装開発について」

近年、日本の高齢化や共働き世帯の増加により、生活必需品を

中心に消費者の購買行動が変化し、流通業界は変革を求められ

ている。その大きな潮流として店舗を有さないネット通販の台

頭が挙げられる。これまで主流であった店舗を構える流通は無

店舗販売の価格競争に巻き込まれ、人件費を含めた経費を削減

し、対抗策を講じる傾向にある。また国内で深刻化する人手不

足も相乗作用となり、店舗オペレーション不備を発端として多

様な問題が生じている。今回はこうした流通における課題に対

して、パッケージを活用した解決手法の一例を紹介する。

レンゴー株式会社

段ボール・紙器・軟包装部門

開発本部 包装技術部

東京包装技術第一課 課長

西川 洋一 氏

14 : 40

｜

15 : 25

「食品輸出の課題とフードロスにチャレンジするCA輸送技術」
TPP締結など一層の国際貿易活性化が見込まれる中で、日本からの

輸出産品として食品、とりわけ日本産農産物の輸出が注目されてお

り、官民一体で輸出促進が進められています。一方、国際輸送では

食品の品質を維持する上で様々な課題があり、多くの農産物は長い輸

送期間、特に海上輸送中の鮮度を保つ事が困難です。郵船ロジスティ

クスでは海上コンテナ内の空気組成を調整制御するCA（Controlled

Atmosphere）技術などの鮮度保持技術を積極的に活用しており、本

シンポジウムでは新たな市場拡大の可能性を広げるとともに商品のロ

ス率を改善し、食品破棄の削減が期待できる輸送技術についてご紹介

いたします。

郵船ロジスティクス株式会社

総合開発営業部

SCMソリューション課

課長補佐

原岡 哲也 氏

15 : 35

｜

17 : 20

パネルディスカッション

『2016年を起点とするパッケージングの新たな成長機会を探る』

【司会進行】

有田技術士事務所 所長 有田 俊雄 氏（企画委員）

【パネリスト】

特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド 啓発活動担当 儘田 由香 氏

株式会社 office３．１１代表取締役 女子栄養大学/石巻専修大学 非常勤講師 井出 留美 氏

レンゴー株式会社 段ボール・紙器・軟包装部門 開発本部 包装技術部

東京包装技術第一課 課長 西川 洋一 氏

郵船ロジスティクス株式会社 総合開発営業部 SCMソリューション課 課長補佐

原岡 哲也 氏

NPO法人 サステナビリティ日本フォーラム 代表理事 後藤 敏彦 氏（企画委員）

住本技術士事務所 所長 住本 充弘 氏（企画委員）
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●会 場：（公社）日本包装技術協会 A会議室

東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F

●参加費：会員 18,360円（消費税8％、テキスト代含む）

＊同時に3名以上でお申込みの場合には
割引価格として1名15,120円

一般 27,000円（消費税8％、テキスト代含む）

●定 員：80名

●東京メトロ日比谷線・東銀座駅下車徒歩5分

●都営地下鉄浅草線・東銀座駅下車徒歩10分

第3回包装近未来シンポジウム参加申込書
公益社団法人日本包装技術協会 竹内 行 FAX．03‐3543‐8970

開 催 要 領

会 場 案 内

■本紙申込書に必要項目を全て記入の上、FAXにてお申
込みください。
協会HPからのお申込みも出来ます。
協会HP : http://www.jpi.or.jp

■申込みされた方には後日参加証と請求書をお送りします。

■開催１週間前からの参加費の払い戻しは致しません。
申込まれた方がご都合の悪い場合、代理の方の出席は
差し支えありません。（当日、名刺をご提出いただきます）

申し込み方法

公益社団法人日本包装技術協会

包装近未来シンポジウム係 担当：竹内

〒104‐0045

東京都中央区築地4－1－1 東劇ビル10F

TEL：03（3543）1189／FAX：03（3543）8970

e-mail : takeuchi@jpi.or.jp

１．個人情報は「包装近未来シンポジウム」の事業実施に関わる資
料等の作成、並びに当会が主催・実施する各事業におけるサー
ビスの提供や事業のご案内のために利用させていただきます。
なお、作成資料は開催当日、関係者に限り配布する場合があり
ます。

２．参加申込みによりご提供いただいた個人情報は、法令に基づく
場合などを除き、第三者に開示・提供することはありません。

【個人情報の取り扱いについて】
■講演者・パネリストの紹介

近年、いろいろな分野で“サステナブル”に対するグローバルな取組みが活発化しています。国連では“望む未来”
への持続可能な開発目標（Sustainable Development Goals－SDGs-）を定め、また、世界の主要食品メーカー
や流通企業約４００社が参加するザ・コンシューマー・グッズ・フォーラム（CGF）では、２０２５年までに食品ロスを半
減する方針を決定し、各々取り組みを始めています。こうしたグローバルな動きの中で、日本でも産官学に消費者を
加え、この食品ロス削減を社会的問題としてとらえ、各々の取組みが始まっています。
今回のシンポジウムでは、包装に関連したいろいろな分野から専門の方々をお迎えし、この問題への取組みについ

てお話しをおうかがいします。この機が、サステナブル社会の構築のため、食品ロス削減をはじめとする各種課題に
包装はどのような役割を担い、今後どのような取組みを行っていくべきなのかにつきまして、一層の認識を深め、こ
れからの包装の開発や考え方の一助となっていただければ幸いです。

■儘田 由香 氏
特定非営利活動法人ハンガー・フリー・ワールド
啓発活動担当
筑波大学国際総合学類卒。在学中よりボランティアとして活
動に参加。企業などでの勤務を経て、２００９年より現職。私た
ちの暮らしや食生活から世界の飢餓や食料問題について考え
るイベントやワークショップの企画・運営などを担当。「フ
ードロス」の解決に向けて、生活者や企業、行政、生産者、
NGO/NPO、行政などの様々なプレーヤーが社会変革を志
す「フードロス・チャレンジ・プロジェクト」にも実行委員
会メンバーとして参加している。
著書：「世界から飢餓を終わらせるための３０の方法（ハン

ガー・フリー・ワールド編著、合同出版）

■井出 留美 氏
株式会社 office３．１１ 代表取締役
女子栄養大学／石巻専修大学 非常勤講師
世界１３億トンの食品ロスの削減を目指す食品ロス問題の専門
家。ライオン入社後、ボランティア体験を基に提言したコン
テストで準優勝。「人の役に立ちたい」と退職、青年海外協
力隊参加。
帰国後、日本ケロッグ入社。広報室長と社会貢献業務を兼任、
余剰食品を困窮者に活用するフードバンクへの支援を開始す
る。３．１１の食料支援時、理不尽な大量廃棄に憤りを覚えて退
職。人生の転機となった誕生日を冠した㈱office３．１１設立。
フードバンク広報の依頼を受け、NPOとして史上初のPRア
ワードグランプリソーシャル・コミュニケーション部門最優
秀賞や農林水産省食品産業もったいない大賞食料産業局長賞
へと導く。独立後のメディア出演はNHKや日経新聞等１７０回。
埼玉県川口市で川口市議会副議長や市議、県庁職員、商店街
振興組合理事長、パン屋、NPOなどを集めて「食品ロス削
減検討チーム川口」を主宰。会長として、毎月の定例会や、
余剰食品を集めて困窮者に活用するフードドライブを実施し
ている。
消費生活アドバイザー（内閣総理大臣及び経済産業大臣事業
認定資格）
博士（栄養学）／修士（農学）
著書 「一生太らない生き方」（ぴあ、２０１４）、「四快のすすめ」

（共著）

■西川 洋一 氏
レンゴー株式会社 段ボール・紙器・軟包装部門 開発本部
包装技術部 東京包装技術第一課 課長
１９９２年 レンゴー㈱入社
１９９２年 パッケージ・デザインセンターに配属
パッケージやセールスプロモーションツールの企画・構造設
計・デザインに従事
２００５年以降、社内外の包装開発プロジェクトに多数参画
包装専士

■原岡 哲也 氏
郵船ロジスティクス株式会社 総合開発営業部
SCMソリューション課 課長補佐
東京大学経済学部卒業後、大手国際物流企業勤務を経て英国
クランフィールド大学にて Logistics & Supply Chain
Managementの修士号(MSc)を取得。物流コンサルティン
グ、サウジアラビアでのプロジェクトマネージャーを経て
２００９年㈱MTIに入社し、日本郵船グループの物流技術の研究
開発および商品開発に従事。
著書：寄稿「AGRIO９月号」など

■後藤 敏彦 氏（企画委員）
NPO法人サステナビリティ日本フォーラム 代表理事
認定NPO法人環境経営学会会長、NPO法人社会的責任投資
フォーラム最高顧問、(一社)グリーンファイナンス推進機構
理事、(一社)グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャ
パン理事、など。
環境省事業／環境情報開示基盤整備事業検討会座長／環境コ
ミュニケーション大賞検討会座長・審査委員／Eco-CRIP事
業検討会座長など複数委員会の座長・委員を務める。元大手
損保会社勤務、元GRI運営委員・理事、東京大学法学部卒。
著書：『ISO２６０００ 実践ガイド』（２０１１ 共著、中央経済社)

他多数

■有田 俊雄 氏（企画委員）
有田技術士事務所 所長
１９５６～１９７６年 日本パルプ工業㈱（現 王子製紙㈱）、１９７６～
１９９７年 ダイヤパッケージング㈱（現・三菱商事パッケージン
グ㈱）を経て、１９９７～２００７年 米国Packaging Strategies
社日本代表、２００７～２０１４年 ㈱パッケージング・ストラテ
ジー・ジャパン取締役社長。２０１５年以降、現職。２００５年米
国包装功労者として包装殿堂入り、２０１３年JPI「長年包装
人材の育成に貢献」表彰。Institute of Packaging Pro-
fessionals(USA)会員、International Packaging Press
Organization(IPPO)名誉会員。現在はグローバル・パッ
ケージング・コンサルタントとして、海外ネットワークお
よび海外定時定点観測をベースに、先端技術探索、市場調
査、技術提携、人材交流を通じて、企業間オープンイノベ
ーションの橋渡し役を務める。「生涯・包装人」として、
「食品ロス削減に向けた包装の役割」、「２０３０年包装未来予
測」を提唱中。東京大学・工学部・応用化学科卒業。

■住本 充弘 氏（企画委員）
住本技術士事務所 所長
２００４年１月 大日本印刷㈱を定年退職し、以後コンサルタン
ト活動に入る。世界の包装展視察や世界の企業の包装コンサ
ルタント活動や国内企業のコンサルタント活動を続けている。
日本技術士会会員、技術士包装物流グループ会員、日本包装
学会会員、日本包装コンサルタント協会会員、日本包装管理
士会会員
技術士（経営工学）、包装管理士、業界誌に執筆多数

ＪＰＩ催しのご案内

会社名

所在地

（〒 ）

電 話 FAX

参加者

氏名 所属
役職 e-mail

氏名 所属
役職 e-mail

氏名 所属
役職 e-mail

―国連SDGsから見た食品ロスへの取り組みと企業のチャレンジ課題―

●開催日：平成28年3月9日（水）
●会 場：公益社団法人日本包装技術協会 会議室

●主 催： 公益社団法人日本包装技術協会

お問合せ並びにお申込み先
■開催にあたって

No．



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


